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「
木
村
耕
巖
翁
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
四

木
村
耕
巖
翁
碑

杉
溪
言
長

西
村
時
彦

前
田
円

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

石
喜
代

一
九
一
三
・
大
正
二

北
九
州
市
若
松
区
修
多
羅

東
南
院

一
．
は
じ
め
に

本
碑
は
、
南
画
家
木
村
耕
巖
の
顕
彰
碑
で
あ
る
。

○
写
真
１

正
面
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○
写
真
２

篆
額

○
写
真
３
「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
び
に
訳
注

■
翻
刻

（
石
碑
正
面
）

◎
篆
額木邨耕巖翁碑
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木
村
耕
巖
翁
□

貴
族
院
議
理
楜
三
位
不
四
陰
虻
爵
杉
溪
言
長
篆
額

發
抒
性
情
詩
畫
同
歸
窮
而
益
工
燒
有
相
似
者
如
木
村
耕
巖
翁
豈
其
人
歟
翁
諱
悌
字
士
本
木
村
氏
耕
巖
其
芸

輾
後
鞆
人
自
幼
好
畫
苔
二
十
三
至
街
師
學
花
鳥
漁
前
田
暢
堂
山
水
漁
中
西
耕
石
又
問
詩
漁
梁
川
星
巖
與
頼

鴨
厓
陰
交
甞
寓
大
覺
寺
課
餘
奢
禪
如
云
者
十
苔
技
大
進
耕
石
墟
為
嗣
後
有
故
復
本
姓
先
是
將
東
莟
途
聞
櫻

田
之
變
而
還
明
治
維
新
風
尚
一
變
書
畫
大
読
名
人
星
散
謀
食
四
方
翁
燒
歴
莟
諸
谿
明
治
八
苔
至
東
街
居
八

九
苔
坊
刻
畫
人
録
以
翁
與
瀧
和
蛎
對
峙
稱
雄
一
方
然
翁
性
刧
放
與
俗
不
合
又
出
都
門
過
遠
州
灘
遇
風
濤
船

殆
覆
世
傳
其
死
而
翁
纔
免
奔
襦
風
塵
遂
至
筑
紫
纉
居
若
松
鬻
技
以
活
時
苔
已
踰
耳
順
矣
既
而
時
運
又
一
變

崇
尚
迂
術
一
技
一
藝
之
士
競
巧
争
長
莫
不
表
抗
于
世
翁
苔
老
筆
益
健
為
藝
林
耆
宿
而
疋
居
西
陬
不
求
自
售

世
無
復
知
其
存
沒
者
終
以
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
日
病
歿
于
若
松
縒
壽
八
十
二
葬
于
東
南
院
塋
域
翁
之

漁
畫
人
物
邱
壑
以
至
花
卉
砕
毛
鱗
囈
皆
究
古
法
威
工
傅
彩
往
往
自
出
新
意
筆
有
逸
氣
然
以
不
失
細
謹
不
及

狂
逸
為
戒
常
謂
弟
子
曰
學
畫
鋼
神
會
心
得
雖
有
師
法
然
不
可
以
口
授
言
傳
也
翁
有
時
作
詩
文
而
非
其
狭
長
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云
其
悟
畫
理
得
之
禪
味
生
平
淡
于
名
利
孑
然
趺
尤
如
老
頭
陀
有
索
畫
者
不
塗
到
意
適
則
未
甞
率
易
落
筆
是

以
日
益
貧
時
時
乏
食
性
嗜
酒
晩
苔
以
茶
代
酒
茶
燒
不
汁
得
則
煎
豆
當
茶
其
窮
苦
人
狭
不
堪
翁
居
之
晏
如
也

世
跖
骸
之
而
其
畫
貴
于
死
後
人
争
購
之
斷
養
零
素
燒
不
易
獲
云
翁
歿
後
三
苔
門
人
脂
謀
立
碑
於
東
南
院
中

以
圖
不
朽
請
文
漁
余
余
深
嘉
其
厚
于
師
弟
之
劑
且
謂
方
今
文
運
昌
呷
藝
術
隆
讚
豈
可
令
長
于
一
藝
如
翁
者

桓
桓
弗
傳
乎
乃
按
状
製
文
以
誕
後
之
莟
漁
藝
者

大
正
二
苔
嵗
癸
丑
二
月

大
隅

西
村
時
彦
撰

播
磨

前
田
絣
書
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＊
異
体
字
等

○
□

碑
。

○
理

員
。

○
楜

從
。

○
不

勲
。

○
陰

等
。

○
虻

男
。

○
燒

亦
。

○
芸

號
。

○
輾

備
。

○
苔

年
。

○
街

京
。

○
漁

於
。

○
甞

嘗
。

○
奢

参
。

○
云

此
。

○
墟

養
。

○
莟

遊
。

○
読

衰
。

○
谿

國
。

○
蛎

亭
。

○
刧

豪
。

○
襦

走
。

○
纉

僑
。

○
迂

美
。

○
疋

隱
。

○
縒

亨
。

○
砕

翎
。

○
囈

介
。

○
威

最
。

○
及

流
。

○
鋼

須
。

○
所

狭
。

○
云

第
。

○
尤

坐
。

○
塗

興
。

○
汁

能
。

○
跖

益
。

○
骸

奇
。

○
養

藉
。

○
脂

胥
。

○
劑

誼
。

○
呷

明
。

○
隆

隆
。

○
讚

興
。

○
嵗

歳
。

○
絣

圓
。

■
訳
注

◎
題
額

木
村
耕
巖
翁
碑

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

木
村
耕
巖
翁
碑

貴
族
院
議
員
從
三
位
勲
四
等
男
爵
杉
溪
言
長
篆
額

發
抒
性
情
、
詩
畫
同
歸
。

窮
而
益
工
、
亦
有
相
似
者
。

如
木
村
耕
巖
翁
、
豈
其
人
歟
。

翁
諱
悌
、
字
士
本
、
木
村
氏
、
耕
巖
其
號
。

備
後
鞆
人
。

自
幼
好
畫
。

年
二
十
三
至
京
師
、
學
花
鳥
於
前
田
暢
堂
、
山
水
於
中
西
耕
石
。

又
問
詩
於
梁
川
星
巖
、
與
頼
鴨
厓
等
交
。

嘗
寓
大
覺
寺
、
課
餘
参
禪
。

如
此
者
十
年
、
技
大
進
。

耕
石
養
爲
嗣
、
後
有
故
復
本
姓
。

先
是
、
將
東
遊
、
途
聞
櫻
田
之
變
而
還
。

明
治
維
新
、
風
尚
一
變
。
書
畫
大
衰
、
名
人
星
散
、
謀
食
四
方
。

翁
亦
歴
遊
諸
國
、
明
治
八
年
至
東
京
。

居
八
九
年
、
坊
刻
畫
人
録
、
以
翁
與
瀧
和
亭
對
峙
、
稱
雄
一
方
。

然
翁
、
性
豪
放
、
與
俗
不
合
、
又
出
都
門
。

過
遠
州
灘
、
遇
風
濤
、
船
殆
覆
。
世
傳
其
死
。

而
翁
纔
免
、
奔
走
風
塵
、
遂
至
筑
紫
、
僑
居
若
松
、
鬻
技
以
活
。

時
年
已
踰
耳
順
矣
。

既
而
時
運
又
一
變
、
崇
尚
美
術
。

一
技
一
藝
之
士
、
競
巧
爭
長
、
莫
不
表
抗
于
世
。

翁
年
老
、
筆
益
健
、
爲
藝
林
耆
宿
。
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而
隱
居
西
陬
、
不
求
自
售
世
、
無
復
知
其
存
沒
者
。

終
以
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
日
、
病
歿
于
若
松
。
亨
壽
八
十
二
。
葬
于
東
南
院
塋
域
。

翁
之
於
畫
、
人
物
邱
壑
、
以
至
花
卉
翎
毛
鱗
介
、
皆
究
古
法
。
最
工
傅
彩
。

往
往
自
出
新
意
、
筆
有
逸
氣
。

然
以
不
失
細
謹
、
不
流
狂
逸
爲
戒
。

常
謂
弟
子
曰
、
學
畫
須
神
會
心
得
、
雖
有
師
法
、
然
不
可
以
口
授
言
傳
也
。

翁
有
時
作
詩
文
、
而
非
其
所
長
。

第
其
悟
畫
理
、
得
之
禪
味
。

生
平
淡
于
名
利
、
孑
然
趺
坐
、
如
老
頭
陀
。

有
索
畫
者
、
不
興
到
意
適
、
則
未
嘗
率
易
落
筆
。

是
以
日
益
貧
、
時
時
乏
食
。

性
嗜
酒
。
晩
年
以
茶
代
酒
、
茶
亦
不
能
得
、
則
煎
豆
當
茶
。

其
窮
苦
人
所
不
堪
、
翁
居
之
晏
如
也
。

世
益
奇
之
、
而
其
畫
貴
于
死
後
。
人
爭
購
之
、
斷
藉
零
素
亦
不
易
獲
云
。

翁
歿
後
三
年
、
門
人
胥
謀
、
立
碑
於
東
南
院
中
、
以
圖
不
朽
。

請
文
於
余
。
余
深
嘉
其
厚
于
師
弟
之
誼
。

且
謂
、
方
今
文
運
昌
明
、
藝
術
隆
興
。
豈
可
令
長
于
一
藝
如
翁
者
、
桓
桓
弗
傳
乎
。

乃
按
状
製
文
、
以
誕
後
之
遊
於
藝
者
。

大
正
二
年
歳
癸
丑
二
月

大
隅

西
村
時
彦
撰

播
磨

前
田
圓
書

●
訓
訳

木
村
耕
巖
翁
碑
。

貴
族
院
議
員
從
三
位
勲
四
等
男
爵
杉
溪
言
長
篆
額
。

性
情
を
發
抒
す
る
は
、
詩
畫

歸
を
同
じ
く
す
。

窮
む
れ
ば
益
々
工
み
な
る
も
、
亦
た
相
ひ
似
た
る
者
有
り
。

た
く

木
村
耕
巖
翁
の
如
き
、
豈
に
其
の
人
な
ら
ん
か
。

翁
、
諱
は
悌
、
字
は
士
本
、
木
村
氏
、
耕
巖
は
其
の
號
な
り
。

備
後
鞆
の
人
な
り
。

と
も

幼
き
よ
り
畫
を
好
む
。

年
二
十
三
に
し
て
京
師
に
至
り
、
花
鳥
を
前
田
暢
堂
に
、
山
水
を
中
西
耕
石
に
學
ぶ
。

又
た
詩
を
梁
川
星
巖
に
問
ひ
、
頼
鴨
厓
等
と
交
は
る
。

嘗
て
大
覺
寺
に
寓
し
、
課
餘
に
禪
に
参
ず
。

此
く
の
ご
と
く
す
る
こ
と
十
年
、
技
大
い
に
進
む
。

か耕
石
養
し
て
嗣
と
な
す
も
、
後
に
故
有
り
て
本
姓
に
復
す
。

是
よ
り
先
、
將
に
東
遊
せ
ん
と
し
、
途
に
櫻
田
の
變
を
聞
き
て
還
る
。

明
治
維
新
、
風
尚
一
變
す
。
書
畫
大
い
に
衰
へ
、
名
人
星
散
し
、
食
を
四
方
に
謀
る
。

翁
も
亦
た
諸
國
を
歴
遊
し
、
明
治
八
年
、
東
京
に
至
る
。

居
る
こ
と
八
九
年
、
坊
刻
畫
人
録
、
翁
を
以
て
瀧
和
亭
と
對
峙
し
、
雄
一
方
と
稱
す
。
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然
れ
ど
も
翁
、
性
豪
放
に
し
て
、
俗
と
合
は
ず
、
又
た
都
門
を
出
づ
。

遠
州
灘
を
過
ぎ
、
風
濤
に
遇
ひ
、
船
殆
ん
ど

覆

る
。
世
、
其
の
死
を
傳
ふ
。

ほ
と

く
つ
が
へ

而
し
て
翁
纔
か
に
免
れ
、
風
塵
に
奔
走
し
、
遂
に
筑
紫
に
至
る
。
若
松
に
僑
居
し
、
技
を
鬻
ぎ
て
以
て
活

わ
づ

い

く
。

時
に
年
已
に
耳
順
を
踰
え
た
り
。

既
に
し
て
時
運
又
た
一
變
し
、
美
術
を
崇
尚
す
。

一
技
一
藝
の
士
、
巧
を
競
ひ
長
を
爭
ひ
、
世
に
表
抗
せ
ざ
る
は
な
し
。

翁
年
老
い
た
る
も
、
筆
は
益
々
健
に
し
て
、
藝
林
の
耆
宿
た
り
。

而
し
て
居
を
西
陬
に
隱
し
て
、
自
ら
世
に
售
る
を
求
め
ず
、
復
た
其
の
存
沒
を
知
る
者
無
し
。

う

終
に
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
日
を
以
て
、
若
松
に
病
歿
す
。
亨
壽
八
十
二
。
東
南
院
の
塋
域
に
葬
ら

る
。

翁
の
畫
に
お
け
る
や
、
人
物
邱
壑
よ
り
以
て
花
卉
翎
毛
鱗
介
に
至
る
ま
で
、
皆
な
古
法
を
究
む
。
最
も

傅
彩
に
工
み
な
り
。

往
往
、
自
ら
新
意
を
出
だ
し
、
筆
に
逸
氣
有
り
。

然
れ
ど
も
細
謹
を
失
せ
ず
、
狂
逸
に
流
れ
ざ
る
を
以
て
戒
め
と
な
す
。

常
に
弟
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、

畫
を
學
ぶ
に
は
須
ら
く
神
會
心
得
す
べ
し
。

師
法
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
以
て
口
授
言
傳
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。

翁
に
時
に
詩
文
を
作
る
有
る
も
、
其
の
長
ず
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。

第
だ
其
の
畫
理
を
悟
る
は
、
之
を
禪
味
に
得
た
り
。

た生
平
、
名
利
に
淡
に
し
て
、
孑
然
と
し
て
趺
坐
す
る
は
、
老
頭
陀
の
如
し
。

け
つ
ぜ
ん

畫
を
索
む
る
者
有
る
も
、
興
の
到
り
意
の
適
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
未
だ
嘗
て
率
易
に
落
筆
せ
ず
。

も
と

か
な

是
を
以
て
日
に
益
々
貧
に
し
て
、
時
時
食
に
乏
し
。

こ
こ性

、
酒
を
嗜
む
。
晩
年
は
茶
を
以
て
酒
に
代
へ
、
茶
も
亦
た
得
る
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
豆
を
煎
り
て
茶

に
當
つ
。

其
の
窮
苦
は
人
の
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
る
も
、
翁
は
之
に
居
り
て
晏
如
た
る
な
り
。

世
益
々
之
を
奇
と
す
。
而
し
て
其
の
畫
は
死
後
に
貴
し
。
人
爭
ひ
て
之
を
購
ひ
、
斷
藉
零
素
も
亦
た
獲え

易
か
ら
ず
と
云
ふ
。

翁
の
歿
後
三
年
、
門
人
胥
に
謀
り
、
碑
を
東
南
院
中
に
建
て
、
以
て
不
朽
を
圖
る
。

と
も

文
を
余
に
請
ふ
。
余
深
く
其
の
師
弟
の
誼
に
厚
き
を
嘉
す
。

よ
し
み

よ
み

且
つ
謂
へ
ら
く
、
方
今
は
文
運
昌
明
に
し
て
、
藝
術
隆
興
す
。
豈
に
一
藝
に
長
ぜ
る
翁
の
如
き
者
を
し

お
も

て
、
桓
桓
と
し
て
傳
へ
ざ
ら
し
む
べ
け
ん
や
、
と

乃
ち
状
を
按
じ
文
を
製
し
、
以
て
後
の
藝
に
遊
ぶ
者
に
誕
ぐ
。

つ

大
正
二
年
歳
癸
丑
二
月
。

大
隅
の
西
村
時
彦
撰
す
。

播
磨
の
前
田
圓
書
す
。

●
人
物

○
木
村
耕
巖

○
杉
溪
言
長

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
か
ら
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
。
京
都
右
近
衛
権
中
将
山

す
ぎ
た
に
と
き
な
が
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科
言
縄
の
三
男
。
興
福
寺
住
職
、
春
日
社
神
司
な
ど
を
つ
と
め
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
華
族
に

列
せ
ら
れ
、
同
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
男
爵
を
叙
爵
。
同
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
に
貴
族
院
議
員

に
選
出
さ
れ
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
ま
で
五
期
在
任
し
た
。
南
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
『
美
人

百
態
』
な
ど
の
画
集
も
出
し
た
。

○
前
田
暢
堂

文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
か
ら
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
。
諱
は
碩
、
字
は
子
果

等
、
号
が
暢
堂
、
ま
た
半
田
。
出
身
は
讃
岐
（
徳
島
県
）
半
田
。
医
者
前
田
養
拙
の
子
と
し
て
京
都
で

生
ま
れ
、
貫
名
菘
翁
ら
に
日
本
画
を
学
び
、
画
家
と
し
て
主
に
京
都
で
活
躍
し
た
。

○
中
西
耕
石

文
化
四
（
一
八
○
七
）
年
か
ら
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
。
諱
は
寿
、
字
は
亀
年
、

号
が
耕
石
。
筑
前
（
福
岡
県
）
芦
屋
出
身
。
若
く
し
て
上
京
し
、
大
坂
で
漢
学
の
篠
崎
小
竹
の
門
下
と

な
り
、
の
ち
京
都
で
南
画
を
学
び
名
声
を
得
る
。
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
京
都
府
画
学
校
の

教
授
に
就
寝
し
た
。

○
梁
川
星
巖

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
。
諱
は
卯
、
の
ち
孟
緯
、
字

は
伯
兔
、
の
ち
公
図
、
号
が
星
巖
。
岐
阜
県
大
垣
市
曽
根
町
出
身
。
折
衷
学
派
の
山
本
北
山
に
学
び
、

江
戸
で
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
橋
本
左
内
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
安
政
の
大
獄
で
は
捕
縛
大

正
と
な
っ
た
が
、
そ
の
直
前
に
コ
レ
ラ
で
急
死
し
た
。

○
頼
鴨
厓

文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
か
ら
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
。
諱
は
醇
、
通
称
三
樹
三
郎
、

号
が
鴨
厓
。
頼
山
陽
の
三
男
と
し
て
京
都
で
生
ま
れ
る
。
大
坂
や
江
戸
で
儒
学
を
学
ん
だ
が
、
次
第
に

尊
皇
運
動
に
感
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
国
内
を
旅
し
て
蝦
夷
で
は
松
浦
武
四
郎
と
も
交
友
を
結
ん
だ
。
京
都

に
戻
る
と
、
一
層
勤
王
運
動
に
の
め
り
込
み
、
井
伊
大
老
に
よ
る
安
政
の
大
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
、
斬
首

さ
れ
た
。

○
瀧
和
亭

文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
か
ら
明
治
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
。
諱
は
謙
、
字
は
子
直
、

か

て

い

号
が
和
亭
。
本
姓
は
田
中
。
江
戸
で
生
ま
れ
、
南
画
を
学
ぶ
。
幕
府
に
仕
え
た
が
、
維
新
後
は
画
家
と

し
て
活
躍
し
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
な
ど
に
出
品
し
、
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
毎
回
受
賞
し
た
。
明
治
二
十

六
（
一
八
九
三
）
年
に
は
帝
室
技
芸
員
と
な
っ
た
。

○
西
村
時
彦

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
か
ら
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
。
諱
が
時
彦
、
字
は
子
駿
、

と
き
つ
ね

号
が
天
囚
、
ま
た
碩
園
。
大
隅
（
鹿
児
島
県
）
種
子
島
出
身
。
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
に
東
京
帝

国
大
学
古
典
講
習
科
に
入
学
し
、
重
野
安
繹
ら
に
学
ぶ
が
、
ま
も
な
く
退
学
。
同
二
十
三
（
一
八
九
○
）

年
に
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
者
と
な
る
。
同
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
、
福
島
安
正
陸
軍
少
佐
が
単
騎
で

ベ
ル
リ
ン
か
ら
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
、
翌
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
到
着
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
シ
ベ
リ
ア
単
騎
横
断
」
で
あ
る
。
時
彦
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
福
島
少
佐
を
迎
え
、

帰
国
後
彼
か
ら
旅
行
の
記
録
を
聞
き
取
り
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
単
騎
遠
征
録
」
と
し
て
連
載
し
、
孝

標
を
博
し
た
。
同
三
十
七
（
一
九
○
四
）
年
に
「
天
声
人
語
」
を
始
め
る
。
同
三
十
九
（
一
九
○
六
）

年
と
同
四
十
（
一
九
○
七
）
年
の
九
州
旅
行
記
が
あ
る
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
京
都
帝
国
大
学

講
師
。
同
九
（
一
九
二
○
）
年
に
文
学
博
士
。
宮
内
省
御
用
掛
な
ど
も
つ
と
め
た
。
本
碑
文
の
撰
文
は
、

耕
巌
の
門
人
で
あ
る
塚
本
子
孝
が
、
時
彦
の
友
人
で
あ
っ
た
橋
本
子
行
を
仲
介
人
と
し
て
時
彦
に
依
頼

し
、
実
現
し
た
も
の
。

○
前
田
圓

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
。
諱
が
円
、
字
は
士
方
、
号
は

黙
鳳
。
播
磨
（
兵
庫
県
）
竜
野
出
身
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
上
京
し
、
書
肆
博
文
館
に
入
社
。

同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
、
自
ら
書
肆
鳳
文
館
を
開
き
、「
資
治
通
鑑
」
な
ど
の
翻
刻
刊
行
を
行
う
。

し
か
し
、
漢
学
の
衰
退
と
と
も
に
経
営
が
悪
化
し
、
同
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
は
廃
業
。
の
ち
書
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学
会
を
発
足
さ
せ
、
会
報
「
書
鑑
」
を
発
行
。
同
四
十
一
（
一
九
○
八
）
年
に
は
杉
溪
言
長
ら
と
健
筆

会
を
起
こ
し
、
書
の
研
究
を
行
う
と
共
に
展
覧
会
も
開
催
す
る
な
ど
、
書
道
の
普
及
発
展
に
つ
と
め
た
。

大
正
三
年
に
は
、
康
有
為
著
の
書
論
「
広
芸
舟
双
楫
」
を
中
村
不
折
ら
と
翻
訳
し
、
「
六
朝
書
道
論
」
と

し
て
刊
行
し
た
。
付
録
の
「
六
名
家
書
談
」
で
は
当
時
の
能
書
家
六
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
日

下
部
鳴
鶴
、
内
藤
湖
南
、
犬
養
毅
ら
と
と
も
に
、
前
田
円
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
注

○
發
抒

表
す
、
表
現
し
て
伝
え
る
。

○
性
情

思
い
、
考
え
。

○
詩

漢
詩
。

○
同
歸

同
じ
所
へ
行
き
着
く
。

○
窮

究
極
ま
で
追
求
す
る
。

○
工

巧
妙
。

○
豈
其
人
歟

豈
は
推
量
。
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。「
其
」
は
「
窮
而
益
工
」
を
指
す
、
と
解
し
た
。

○
備
後

今
の
広
島
県
東
部
。

○
鞆

今
の
福
山
市
鞆
の
浦
。
朝
鮮
通
信
使
の
訪
問
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

○
京
師

京
都
。

○
問

問
訊
。
教
え
を
請
う
。

○
大
覺
寺

京
都
嵯
峨
野
に
あ
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
総
本
山
。
嵯
峨
天
皇
の
離
宮
と
し
て
造
営
さ
れ
、

貞
観
十
八
（
八
七
六
）
年
に
入
道
親
王
を
開
山
と
し
て
開
創
。
以
後
、
明
治
時
代
初
頭
ま
で
代
々
天
皇

も
し
く
は
皇
統
が
住
職
を
務
め
る
門
跡
寺
院
で
あ
っ
た
。

○
課
餘

課
業
の
あ
い
ま
。
課
業
と
は
絵
画
の
勉
強
だ
ろ
う
。

○
参
禪

禅
の
道
に
入
り
、
禅
学
を
学
ぶ
こ
と
。
こ
こ
で
は
本
格
的
に
禅
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
座
禅

に
参
加
す
る
く
ら
い
で
は
な
い
か
。
。

○
養
爲
嗣

養
子
に
す
る
。

○
櫻
田
之
變

桜
田
門
外
の
変
。
安
政
七
（
一
八
六
○
）
年
三
月
三
日
、
江
戸
城
桜
田
門
の
外
で
、
水

戸
藩
の
脱
藩
者
た
ち
が
、
大
老
井
伊
直
弼
を
襲
っ
て
暗
殺
し
た
事
件
。

○
風
尚

社
会
の
気
風
・
習
俗
。

○
一
變

全
く
変
わ
る
、
際
だ
っ
て
変
わ
る
。

○
書
畫

書
道
と
日
本
画
。

○
星
散

ば
ら
ば
ら
に
散
ら
ば
る
、
四
散
。

○
謀
食

生
活
を
考
え
る
こ
と
。
「
論
語
」
衛
霊
公
篇
に
「
君
子
謀
道
、
不
謀
食
（
君
子
は
道
を
得
よ
う

と
は
つ
と
め
る
が
、
食
を
得
よ
う
と
は
つ
と
め
な
い
）
」
と
あ
る
。

○
四
方

東
西
南
北
。
こ
こ
で
は
中
央
（
東
京
や
京
都
）
で
は
な
い
地
方
。

○
明
治
八
年

西
暦
一
八
七
五
年
。

○
坊
刻

民
間
の
書
肆
か
ら
の
出
版
物
。

○
畫
人
録

画
家
列
伝
。
具
体
的
な
書
物
は
不
明
。

○
對
峙

向
か
い
合
っ
て
立
て
る
。

○
雄
一
方

一
方
の
雄
。
並
ぶ
二
つ
の
内
の
、
一
方
の
傑
出
し
た
存
在
。

○
豪
放

奔
放
で
小
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
さ
ま
。
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○
都
門

都
の
城
門
。
ま
た
都
。

○
遠
州
灘

太
平
洋
の
海
域
で
、
遠
江
（
静
岡
県
西
部
）
の
御
前
崎
沖
か
ら
三
河
（
愛
知
県
東
部
）
の

伊
良
湖
崎
沖
ま
で
。
太
平
洋
に
面
し
た
長
い
航
路
は
、
海
の
難
所
と
さ
れ
、
し
ば
し
ば
海
難
事
故
が
起

こ
っ
た
。
現
在
で
も
毎
年
何
件
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。

○
風
濤

風
と
大
波
。

○
纔

や
っ
と
、
か
ろ
う
じ
て
。

○
奔
走
風
塵

風
塵
は
、
風
と
塵
で
、
家
の
外
。
旅
先
、
ま
た
そ
こ
で
の
苦
労
。
そ
こ
を
奔
走
（
は
し

る
）
す
る
と
は
、
行
旅
の
苦
労
を
重
ね
る
こ
と
。

○
筑
紫

九
州
の
古
称
。
ま
た
筑
前
筑
後
（
福
岡
県
）
。

○
僑
居

仮
住
ま
い
と
す
る
。

○
若
松

現
北
九
州
市
若
松
区
。
当
時
は
若
松
町
。
大
正
三
年
に
市
制
に
移
行
し
た
。

○
耳
順

六
十
歳
。「
論
語
」
為
政
篇
に
「
子
曰
、
吾
…
…
六
十
而
耳
順
」
と
あ
る
。

○
既
而

ま
も
な
く
。

○
時
運

時
流
。

○
崇
尚

重
ん
ず
る
。

○
爭
長

席
次
の
序
列
を
争
う
。

○
表
抗

自
慢
す
る
。

○
藝
林

芸
術
家
仲
間
。

○
耆
宿

学
徳
が
高
く
人
望
が
あ
る
年
寄
り
。

○
陬

片
隅
、
辺
鄙
な
と
こ
ろ
。

○
售

売
り
出
す
。

○
存
沒

生
死
。

○
明
治
四
十
四
年

西
暦
一
九
一
一
年
。

○
亨
壽

亨
は
享
に
同
じ
。
受
け
る
。
壽
は
寿
命
。
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
寿
命
。

○
塋
域

墓
地
。

○
邱
壑

丘
と
谷
。
山
水
。

○
花
卉

花
の
咲
く
草
。

○
翎
毛

翎
は
鳥
の
羽
。
翎
毛
で
鳥
獣
。

○
鱗
介

魚
類
と
貝
類
。

○
古
法

古
く
か
ら
の
技
法
。

○
傅
彩

彩
色
、
着
色
。
「
宣
和
画
譜
」
に
「
曹
仲
元
…
…
尤
工
傅
彩
、
有
一
種
風
格
」
と
あ
る
。
。

○
往
往

常
々
。
ま
た
時
折
。

○
新
意

新
し
い
意
義
、
見
解
。

○
逸
氣

優
れ
た
気
質
・
気
性
。
ま
た
世
俗
か
ら
脱
し
た
気
質
・
気
性
。
。

○
細
謹

些
細
な
礼
儀
作
法
。
こ
こ
で
は
小
手
先
の
技
術
や
、
些
末
な
、
細
か
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

○
狂
逸

ほ
し
い
ま
ま
に
走
り
回
る
。
書
法
が
奔
放
飄
逸
な
こ
と
を
例
え
る
。

○
神
會

神
は
精
神
、
心
。
心
の
底
か
ら
領
会
（
十
分
に
理
解
す
る
）
す
る
こ
と
。

○
心
得

心
で
体
得
す
る
。

○
師
法

先
生
か
ら
伝
授
さ
れ
た
、
我
流
で
は
な
い
学
問
や
技
術
。

○
口
授

弟
子
に
直
接
語
っ
て
教
え
る



- 11 -

○
言
傳

言
葉
で
伝
え
る
。

○
畫
理

熟
語
は
な
い
が
、
絵
画
の
こ
と
わ
り
、
だ
ろ
う
。

○
禪
味

禅
の
趣
。

○
生
平

普
段
。
平
生
。

○
淡

こ
だ
わ
ら
な
い
、
執
着
し
な
い
。

○
名
利

名
誉
と
利
益
。

○
孑
然

孤
立
し
て
い
る
さ
ま
。

○
趺
坐

結
跏
趺
坐
。
座
禅
の
座
り
方
。

○
頭
陀

托
鉢
僧
。

○
興

趣

、
こ
こ
ろ
が
向
か
う
こ
と
。

お
も
む
き

○
意

気
持
ち
。

○
適

当
を
得
る
。

○
率
易

簡
単
に
、
い
い
か
げ
ん
に
。

○
落
筆

筆
を
取
っ
て
描
き
始
め
る
。

○
時
時

い
つ
も
、
た
び
た
び
。
ま
た
と
き
お
り
、
た
ま
に
。

○
晏
如

落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
。

○
奇

奇
人
、
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
優
れ
た
人
。

○
斷
藉

藉
は
絹
布
。
画
材
。
絵
画
の
切
れ
端
。

○
零
素

素
は
白
絹
だ
が
、
こ
こ
で
は
画
材
。
零
細
な
絵
画
の
端
切
れ
。

○
誼

交
情
。

○
方
今

い
ま
、
現
在
。

○
文
運

学
問
芸
術
の
進
歩
・
衰
退
の
成
り
行
き
。

○
昌
明

隆
盛
、
発
展
。

○
桓
桓

ほ
ろ
び
る
さ
ま
。

○
按
状

熟
語
は
な
い
が
、
按
は
調
べ
る
、
状
は
状
況
で
、
耕
巌
に
関
す
る
情
報
を
あ
れ
こ
れ
調
べ
る

こ
と
か
。

○
製
文

文
章
を
書
く
。

○
誕

告
げ
る
、
伝
え
る
。

○
遊
於
藝
者

遊
芸
で
、
学
問
技
芸
を
修
め
る
も
の
。

○
大
正
二
年

西
暦
一
九
一
三
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
碑
記
題
名
と
篆
額
揮
毫
者
】

木
村
耕
巖
翁
の
碑
。

貴
族
院
議
員
從
三
位
勲
四
等
男
爵
杉
溪
言
長
に
よ
る
篆
額
。

【
漢
詩
と
類
似
す
る
絵
画
の
あ
り
方
】

思
い
を
表
現
し
て
伝
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
漢
詩
と
絵
画
は
そ
の
帰
す
る
と
こ
ろ
を
同
じ
く

す
る
。

窮
極
ま
で
追
究
す
る
こ
と
で
、
益
々
巧
妙
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
も
、
漢
詩
と
絵
画
は
似
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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木
村
耕
巌
翁
こ
そ
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
人
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
翁
の
出
自
と
絵
画
の
学
び
】

翁
、
諱
は
悌
、
字
は
士
本
。
姓
は
木
村
。
耕
巖
は
そ
の
号
で
あ
る
。

備
後
の
鞆
の
浦
の
出
身
。

翁
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
画
を
好
ん
で
い
た
。

二
十
三
歳
の
と
き
に
京
都
へ
出
て
、
花
鳥
画
を
前
田
暢
堂
に
、
山
水
画
を
中
西
耕
石
に
学
ん
だ
。

ま
た
作
詩
を
梁
川
星
巖
の
門
で
学
び
、
同
窓
の
頼
三
樹
三
郎
ら
と
交
遊
し
た
。

京
都
の
大
覚
寺
に
仮
寓
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
絵
画
を
学
ぶ
合
間
に
は
、
座
禅
の
会
に
参
加
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
学
び
を
十
年
ほ
ど
続
け
、
絵
画
の
技
は
大
い
に
進
ん
だ
。

中
西
耕
石
は
、
翁
を
評
価
し
て
自
分
の
養
子
と
し
、
跡
を
継
が
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
の
ち
に

故
あ
っ
て
養
子
縁
組
を
解
消
し
、
元
の
木
村
姓
に
戻
っ
た
。

【
諸
国
歴
遊
と
上
京
、
高
評
価
】

養
子
縁
組
解
消
よ
り
も
前
の
こ
と
だ
が
、
江
戸
へ
出
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
途
上
で

桜
田
門
外
の
変
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
政
情
不
安
を
感
じ
て
江
戸
へ
出
る
こ
と
を
や
め
、
京
都
に
引

き
返
し
た
。

や
が
て
明
治
維
新
と
な
り
、
世
の
中
の
気
風
が
一
変
し
て
、
西
欧
文
明
礼
賛
の
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の

中
で
、
伝
統
的
な
書
道
や
日
本
画
は
省
み
ら
れ
な
く
な
り
、
評
価
は
大
い
に
下
落
衰
退
し
た
。
そ
れ
ま
で

高
い
地
位
や
評
判
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
き
た
書
画
の
名
人
達
も
、
名
声
や
後
援
者
を
失
い
、
食
を
求
め

て
地
方
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
。

翁
も
同
様
に
諸
国
を
歴
遊
し
た
が
、
明
治
八
年
に
至
り
、
東
京
に
た
ど
り
着
い
た
。
東
京
に
は
八
九
年

ほ
ど
滞
在
し
た
が
、
翁
の
絵
画
の
評
価
は
高
ま
り
、
民
間
書
肆
の
刊
行
し
た
画
家
列
伝
の
類
い
で
は
、
翁

は
瀧
和
亭
と
双
璧
と
み
な
さ
れ
、
一
方
の
雄
だ
と
す
る
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。

【
再
び
の
諸
国
歴
遊
と
若
松
僑
居
】

し
か
し
、
翁
は
豪
放
磊
落
、
小
事
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
性
格
だ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
世
俗
か
ら
の
評

判
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
は
再
び
東
京
を
出
て
諸
国
遊
歴
へ
旅
立
っ
た
。

そ
し
て
遠
州
灘
を
航
行
中
、
強
い
雨
風
に
遭
遇
し
、
乗
っ
た
船
が
転
覆
し
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
世

間
で
は
、
翁
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
伝
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
実
は
翁
は
か
ろ
う
じ
て
死
を
免
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
行
旅
の
苦
労
を
重
ね
た
末
、
つ
い
に

九
州
は
筑
紫
の
地
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し
て
若
松
の
地
に
仮
住
ま
い
を
構
え
、
絵
画
の
技
を
以
て
生
活

の
糧
と
し
た
。
そ
の
と
き
既
に
六
十
歳
を
超
え
て
い
た
。

【
伝
統
文
化
再
評
価
と
翁
】

ま
も
な
く
、
時
運
が
ふ
た
た
び
一
変
し
、
今
度
は
伝
統
的
な
美
術
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

技
芸
を
持
つ
芸
術
家
達
は
、
そ
の
巧
み
さ
を
競
い
、
評
価
の
序
列
を
争
っ
て
、
自
ら
誇
っ
て
世
に
名
声

を
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

翁
は
年
老
い
て
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
健
筆
で
、
芸
術
界
の
重
鎮
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
九
州
の
若
松
と
い
う
西
の
は
ず
れ
に
身
を
潜
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
自
ら
世
間
に
売
り
込
も

う
と
は
し
な
か
っ
た
た
め
、
世
に
彼
の
生
死
を
知
る
も
の
も
な
く
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。

【
翁
の
最
期
】

か
く
し
て
つ
い
に
、
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
日
、
若
松
の
地
で
病
み
、
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
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二
歳
で
あ
っ
た
。
若
松
高
塔
山
の
東
南
院
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

【
翁
の
画
風
】

翁
の
画
風
は
、
人
物
画
山
水
画
か
ら
、
花
鳥
画
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
に
お
い
て
伝
統
的
な
文
人
画

の
道
を
究
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
彩
色
に
お
い
て
最
も
優
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
、
と
き
お
り
新
し
い
見
方
や
描
き
方
を
発
出
し
、
筆
遣
い
は
決
ま
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
さ
を
帯
び
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
中
で
も
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
、
奔
放
飄
逸
に
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
こ

と
を
戒
め
と
し
て
い
た
。

常
々
弟
子
達
に
言
う
に
は
、
「
絵
画
を
学
ぶ
に
は
、
必
ず
自
分
の
心
、
精
神
で
領
会
、
会
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
手
先
指
先
の
技
術
を
ま
ね
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
）
。
師
匠
か
ら
伝
え
る
教
え
は
あ
る

の
だ
が
、
口
頭
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
実
作
を
通
し
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
）
」
と
。

【
翁
の
孤
高
の
生
き
方
と
死
後
の
高
評
価
】

翁
は
時
に
漢
詩
文
を
作
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
翁
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
絵
画
の
理
を
悟
り
会
得
し
た
こ
と
は
、
禅
の
趣
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

平
生
、
名
誉
や
利
益
と
は
無
縁
で
、
ひ
と
り
孤
高
を
守
り
座
禅
を
組
む
姿
は
、
あ
た
か
も
老
い
た
托
鉢

僧
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

絵
画
を
所
望
す
る
も
の
が
い
て
も
、
自
ら
の
興
が
乗
ら
ず
、
気
持
ち
が
か
な
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
決

し
て
軽
々
し
く
筆
を
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
求
め
に
応
じ
て
気
軽
に
絵
を
描
く
こ
と
は
せ
ず
、
自
ら
の

内
発
的
な
動
機
に
基
づ
く
と
き
の
み
筆
を
取
っ
た
。
）

そ
う
い
う
わ
け
で
、
翁
は
日
に
日
に
貧
乏
に
な
り
、
食
事
に
事
欠
く
こ
と
す
ら
度
々
で
あ
っ
た
。

翁
は
本
性
、
酒
を
嗜
ん
で
い
た
が
、
貧
し
く
な
っ
た
晩
年
は
、
お
茶
を
酒
代
わ
り
と
し
た
。
そ
の
お
茶

も
手
に
入
ら
な
く
な
る
と
、
豆
を
煎
っ
て
お
茶
に
代
え
た
。

こ
う
し
た
困
窮
は
、
常
人
で
は
堪
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
翁
は
そ
う
し
た
暮
ら
し
を
平
然
と

受
け
入
れ
、
ち
っ
と
も
気
に
病
む
こ
と
は
無
か
っ
た
。

世
間
は
ま
す
ま
す
翁
を
奇
人
と
み
な
し
た
。

そ
う
し
て
、
翁
の
没
後
、
そ
の
絵
画
は
高
く
評
価
さ
れ
、
高
い
値
段
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
々
は
争
う
よ
う
に
し
て
翁
の
絵
画
を
買
い
求
め
、
断
片
切
れ
端
で
す
ら
、
な
か
な
か
手
に
は
い
ら
な
い

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

【
建
碑
の
企
て
】

翁
の
没
後
三
年
た
っ
た
と
き
、
門
人
達
が
相
謀
り
、
翁
の
顕
彰
碑
を
菩
提
寺
の
東
南
院
境
内
に
建
て
、

そ
の
名
を
不
朽
な
も
の
に
し
よ
う
と
図
っ
た
。
そ
し
て
私
に
そ
の
文
章
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

【
撰
者
の
評
価
】

私
は
、
翁
と
そ
の
弟
子
達
と
の
交
わ
り
が
と
て
も
ね
ん
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
を
よ
い
こ
と
と
思
っ
た
（
の

で
碑
文
を
書
く
こ
と
を
承
諾
し
た
）。

加
え
て
こ
う
も
考
え
た
、
「
今
現
在
、
学
問
芸
術
は
隆
盛
発
展
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
芸
術

の
隆
興
も
盛
ん
な
と
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
翁
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
芸
術
に
傑
出
し
て

い
た
者
を
、
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
伝
承
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
か
な
ら
ず
記

録
し
て
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。

か
く
し
て
翁
に
関
わ
る
事
柄
を
調
べ
集
め
、
文
章
と
し
て
と
ど
め
、
後
世
の
学
問
技
芸
を
修
め
る
も
の

へ
、
告
げ
て
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
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【
記
事
】

大
正
二
年
、
癸
丑
の
歳
、
二
月
。

大
隅
出
身
の
西
村
時
彦
が
撰
文
し
た
。

播
磨
出
身
の
前
田
円
が
文
字
を
書
い
た
。

三
．
資
料

・
「
木
邨
耕
巌
翁
碑
」
（
西
村
時
彦
文
集
「
碩
園
先
生
文
集
」
巻
二
所
収
）

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻
と
訓
訳

・
荒
井
周
夫
『
福
岡
県
碑
誌

筑
前
之
部
』
（
大
道
学
館
出
版
部
、
一
九
二
七
）
雑
纂
（
本
文
と
訓
読
）

・
『
若
松
市
史
』（
一
九
三
七
）
第
十
三
章
人
物
木
村
耕
巌
（
本
文
）

・
園
生
裕
「
木
村
耕
巌
に
つ
い
て
（
下
）
」
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
『
～
潮
待
ち
の
館
～
資
料

館
だ
よ
り
』
第
五
六
号
（
二
○
一
六
・
三
・
一
五
）
（
本
文
と
訓
読
）

・
園
尾
裕
「
木
村
耕
巌
に
つ
い
て
│
西
村
天
囚
撰
碑
文
を
中
心
と
し
て
│
」
『
南
画
家

木
村
耕
巌
：
知

ら
れ
ざ
る
鞆
の
先
覚
者
』
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
○
一
六
（
訓
読
）

②
論
文
な
ど

・
園
生
裕
「
木
村
耕
巌
に
つ
い
て
（
上
）
」
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
『
～
潮
待
ち
の
館
～
資
料

館
だ
よ
り
』
第
五
五
号
（
二
○
一
五
・
九
・
三
○
）
、
同
「
木
村
耕
巌
に
つ
い
て
（
下
）
」
同
第
五
六
号

（
二
○
一
六
・
三
・
一
五
）

・
園
尾
裕
「
木
村
耕
巌
に
つ
い
て
│
西
村
天
囚
撰
碑
文
を
中
心
と
し
て
│
」
『
南
画
家

木
村
耕
巌
：
知

ら
れ
ざ
る
鞆
の
先
覚
者
』
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
○
一
六

・
馬
渡
博
親
『
石
碑
は
語
る:

で
す
か
ば
あ
北
九
州
』
櫻
の
森
通
信
社
、
二
○
一
七

以
上

二
○
二
四
年
十
一
月

薄
井
俊
二
訳
す


